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遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
末
期
―
平
安
時
代
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

深
江
北
町
遺
跡
は
神
戸
市
域
の
東
端
、
声
屋
市
と
の
市
境
付
近
に
広
が
り
、

標
高
三
ｍ
前
後
の
砂
堆
上
に
立
地
す
る
。

第
九
次
調
査
は
民
間
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
、

調
査
面
積
は
約
二
七
〇
〇
ポ
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
調
査
地

区
の
西
半
部
で
は
奈
良
時
代
前

半
か
ら
後
半
の
掘
立
柱
建
物

・

溝

・
土
坑
な
ど
多
数
の
遺
構
が

確
認
さ
れ
、
東
半
部
は
全
域
が

流
路
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、

弥
生
時
代
末
の
遺
物
包
含
層
、
平
安
時
代
後
期
の
掘
立
柱
建
物
や
溝

。
土
坑
な

ど
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
に
は
木
簡
の
他
、
多
数
の
木
製
品

（皿
・
下
駄
・
斎
串
。
人
形
・
用
途
不

明
品
な
ど
）、
墨
書
土
器
を
含
む
須
恵
器
・
土
師
器
・
緑
釉
陶
器

・
灰
釉
陶
器

・
越

州
窯
系
青
磁
、
芦
屋
廃
寺
遺
跡
と
同
他
の
軒
瓦
を
含
む
瓦
や
馬
歯
な
ど
も
あ
る
。

木
簡
は
合
計
四
点
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
ω
②
い
の
三
点
は
東
半
部
の

流
路
か
ら
、
①
は
西
半
の
遺
物
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
、
墨
書
土
器
は

約
四
〇
点
出
土
し
、
「辞
」
七
点
の
ほ
か
、
「大
垣
」
「東
」
な
ど
も
あ
る
。

な
お
、　
一
九
九
九
年
度
に
実
施
し
た
第
八
次
調
査
で
も

「酵
」

一
点
を
含
む

墨
書
土
器
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
資
料
と
合
わ
せ
て
、
「騨
」
の
墨
書

土
器
が
ま
と
ま
っ
て
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
深
江
北
町
遺
跡
は
古
代
山
陽
道

の

「章
屋
駅
家
」
に
関
係
す
る
官
衛
関
連
の
遺
跡
と
推
定
で
き
、
掘
立
柱
建
物

は
駅
家
に
関
連
し
た
遺
構
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　
。
「
『柿
屋

一戸
工土
清
↑
證
絃
偏
再
堪
拝
鮒
卸
晦
ぜ
稲
鈍
樅
　
　
『合
邑
　
。
」

。
「
　

　

　

『勘
合
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
」

］
Ｎ
Ｐ
×
］
ｏ
×
∞
　
ｏ
μ
学
＊

②

　

「九
々
八
十

一　
人
九
七
十
二
」
　
　
　
　
　
Ｐ∞受
Ｐ契
伽
目

　
５

(大阪西北部)



圃
円
困
円
日
図
円
凹
円円円
迎
曲
②

〔列
郷
己
堅

力
〕

０

　

「
＜
嶋
□
□
□
□
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（駁
Ｘ
］受
∞
露

〔水
力
〕

ω

　

「□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
φ×
ω
霞

ω
は
戸
主
の
椋
人
安
道
に
対
し
て
国
儲
よ
り
米

一
半
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
を

承
和

（年
次
の
記
載
な
し
、
仝
一一四
―
八
四
人
）

一
〇
月

一
〇
日
に
椋
人
稲
継
が

証
明
し
た
伝
票
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
で
勘
合
し
た
上
に
、
さ
ら
に
裏
面
で
も

繰
り
返
し
勘
合
し
て
お
り
、
厳
重
な
照
合
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但

し
、
表
裏
の
筆
の
異
同
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
下
端
に
穿
孔
が

あ
る
の
は
、
同
種
の
木
簡
が
伝
票
と
し
て
東
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

「椋
人
」
は
文
献
史
料
に
み
え
る

「章
屋
椋

（倉
）
人
」
と
の
関
連
が
想
起
さ

れ
、
章
屋
郷
内
で
の
米
の
受
け
渡
し
を
物
語
る
木
簡
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。

②
は
呪
符
木
簡
か
。
①
は
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。
い
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深江北町遺跡出土墨書土器「酵」(1:5)




